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県
商
工
会
連
合
会
第
五
十
九
回
通
常

総
会
を
、
五
月
二
十
二
日
、
宮
崎
観
光

ホ
テ
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。 

　

松
浦
正
明
副
会
長
が
開
会
の
辞
を
述

べ
た
後
、
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
の
た
め
規
模
を
縮
小
し
て

の
開
催
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
商
工
会

運
営
功
労
者
等
被
表
彰
者
の
内
、
当
日

出
席
さ
れ
た
方
に
対
し
て
、
松
浦
直
康

宮
崎
県
商
工
観
光
労
働
部
長
に
よ
る
知

事
表
彰
の
伝
達
お
よ
び
淵
上
鉄
一
会
長

に
よ
る
県
連
会
長
表
彰
や
感
謝
状
の
贈

呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
（
被
表
彰
者
等

は
次
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。
） 

　

続
い
て
、
淵
上
鉄
一
会
長
が
あ
い
さ

つ
し
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
よ
り
、
地
域
経
済
は
甚
大
な

影
響
を
受
け
、
拡
大
は
終
息
し
つ
つ
あ

る
も
の
の
、
未
だ
先
の
見
え
な
い
状
況

に
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
我
々
は
地

域
の
経
済
団
体
と
し
て
地
域
の
事
業
者

へ
粘
り
強
い

支
援
を
続
け

る
と
と
も
に
、

国
や
県
等
の

施
策
を
活
用

し
な
が
ら
地

域
活
力
を
取

り
戻
す
べ
く

浮
揚
策
を
検

討
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
本

連
合
会
と
し
て
も
、
各
商
工
会
と
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。 

　

次
に
、
松
浦
直
康
宮
崎
県
商
工
観
光

労
働
部
長
よ
り
祝
辞
が
あ
っ
た
後
、
髙

野
恵
一
理
事
の
音
頭
に
よ
り
、
出
席
者

全
員
で
次
の
総
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
唱
和

し
ま
し
た
。 

　　

「
商
工
会
一
丸
と
な
っ
て
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影

響
を
乗
り
越

え
よ
う
！
」 

　

議
案
審
議

で
は
、
河
野

寛
利
都
農
町

商
工
会
長
を

議
長
に
選
出

し
、
「
令
和

元
年
度
事
業

報
告
書
、
収
支
決
算
書
、
貸
借
対
照
表

及
び
財
産
目
録
の
承
認
」
な
ど
七
議
案

が
審
議
さ
れ
、
各
議
案
と
も
に
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

　

な
お
、
議
案
と
し
て
役
員
の
補
充
選

任
が
上
程
さ
れ
、
県
女
性
連
会
長
の
交

代
に
伴
い
、
広
瀬
美
智
子
県
女
性
連
会

長
が
新
理
事
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

　

議
案
終
了
後
に
は
、
今
回
退
任
さ
れ

る
長
友
順
子
理
事
に
対
し
、
花
束
が
贈

呈
さ
れ
た
後
、
新
旧
理
事
に
よ
る
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
規
模
を
縮
小
す
る
と
と
も
に
、
マ
ス

ク
の
着
用
や
密
を
避
け
る
な
ど
対
策
を

講
じ
、
例
年
に
は
な
い
方
法
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
が
、
商
工
会
が
一
つ
と

な
り
、
こ
の
困
難
な
状
況
に
打
ち
勝
つ

と
の
思
い
を
一
つ
に
し
、
盛
会
の
裡
に

終
了
し
ま
し
た
。 
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長友理事（通常総会での退任挨拶）長友理事（通常総会での退任挨拶）

広瀬氏（通常総会での理事就任挨拶）広瀬氏（通常総会での理事就任挨拶）

通常総会（議案審議）の様子通常総会（議案審議）の様子

第59回 宮崎県商工会連合会 通常総会開催第59回 宮崎県商工会連合会 通常総会開催

淵上県連会長（通常総会での挨拶）淵上県連会長（通常総会での挨拶）

松浦商工観光労働部長（通常総会での挨拶）松浦商工観光労働部長（通常総会での挨拶）



令和2年度  商工会運営等に係る功労者等被表彰者名簿（敬称略）

女性部役員功労者

商工会等勤務優秀職員（所属は、令和2年4月1日現在） 

経営指導員部門

経営・情報支援員部門

優良商工会

優良青年部

優良女性部

商工会等役員功労者
役員功労者

商工会等勤務優秀職員
理 事
監 事
監 事
副 会 長
副 会 長
理 事
理 事
会 長
副 会 長

押 谷 　 仁 
長 友 　 康 
田 本 和 秀 
山 根 慶 一 
菊 池 隆 一 
右 田 良 一 
尾 形 友 江 
小 川 輝 久 
美 吉 秀 子 

田 野 町 商 工 会
佐 土 原 町 商 工 会
都 農 町 商 工 会
諸 塚 村 商 工 会
諸 塚 村 商 工 会
諸 塚 村 商 工 会
諸 塚 村 商 工 会
日 之 影 町 商 工 会
日 之 影 町 商 工 会

青年部役員功労者

副 部 長
常任委員
副 部 長
監査委員
部 長
副 部 長
監査委員
監査委員

齋 藤 和 幸 
野 﨑 裕 文 
河　野　直太郎 
松 尾 禎 久 
寺 田 雄 一 
川 越 孝 博 
後 藤 公 一 
大　迫　景次郎 

佐 土 原 町 商 工 会
佐 土 原 町 商 工 会
南 郷 町 商 工 会
南 郷 町 商 工 会
国 富 町 商 工 会
国 富 町 商 工 会
国 富 町 商 工 会
綾 町 商 工 会

副 部 長
常任委員
監査委員
監査委員
監査委員
副 会 長

木 上 和 成 
永　野　正志朗 
平 水 錠 司 
西　　　篤　志 
宇和田　慎一郎 
藤 元 勇 貴 

山 之 口 町 商 工 会
高 原 町 商 工 会
野 尻 町 商 工 会
野 尻 町 商 工 会
美 郷 町 商 工 会
宮崎県商工会青年部連合会

宮崎県商工会連合会長表彰

北 郷 町 商 工 会 

山 之 口 町 商 工 会 

高 崎 町 商 工 会 

野 尻 町 商 工 会 

南 郷 町 商 工 会 青 年 部 

綾 町 商 工 会 青 年 部 

野 尻 町 商 工 会 女 性 部 

高 千 穂 町 商 工 会 女 性 部 

部 長
監査委員
監査委員
副 部 長
常任委員
部 長
常任委員
常任委員
常任委員
常任委員
常任委員
部 長
副 部 長
常任委員
常任委員
副 部 長
常任委員
常任委員
監査委員

古　谷　富美子 
石 塚 智 恵 
富 永 哲 子 
長 友 路 子 
大　島　カヨ子 
白　地　ミエ子 
西　　　美保子 
東　　　京　子 
日　髙　美智子 
小　倉　ひとみ 
坂 田 愛 子 
田 中 昌 子 
有　馬　よし子 
髙　野　由三子 
黒　肱　真由美 
池 田 澄 子 
園　田　千鶴子 
坂 本 充 子 
中 村 勝 子 

佐 土 原 町 商 工 会
佐 土 原 町 商 工 会
佐 土 原 町 商 工 会
南 郷 町 商 工 会
南 郷 町 商 工 会
高 岡 町 商 工 会
国 富 町 商 工 会
国 富 町 商 工 会
国 富 町 商 工 会
国 富 町 商 工 会
綾 町 商 工 会
高 城 町 商 工 会
高 城 町 商 工 会
高 城 町 商 工 会
高 城 町 商 工 会
野 尻 町 商 工 会
野 尻 町 商 工 会
美 郷 町 商 工 会
美 郷 町 商 工 会

経営指導員
経営･情報支援員
経営･情報支援員
経営･情報支援員

川 越 章 路 
池 田 明 子 
甲　斐　ひとみ 
清　水　寿美子 

宮崎県商工会連合会
山 之 口 町 商 工 会
美 郷 町 商 工 会
高 千 穂 町 商 工 会

佐 土 原 町 商 工 会
門 川 町 商 工 会
宮崎県商工会連合会

 
え び の 市 商 工 会
野 尻 町 商 工 会
日 之 影 町 商 工 会

河 野 友 和 
森 　 高 志 
長　友　柚香里 

 
二ノ宮　和　江 
小中原　真登香 
近 藤 美 香 

優秀賞
優秀賞
優秀賞

優秀賞
優秀賞
優秀賞

優秀経営支援事例表彰

商工貯蓄共済目標達成表彰

第１位　木城町商工会（１２１％） 
第２位　椎葉村商工会（１０８％） 
第３位　すき商工会（１０６％） 
第４位　西米良村商工会（１０４％） 
第５位　野尻町商工会（１０２％） 
第６位　中郷商工会（１００％） 
第６位　南郷町商工会（１００％） 

商工貯蓄共済・特別報奨表彰

高岡町商工会（５１８口・＋９０口） 
野尻町商工会（５４３口・＋５５口） 
木城町商工会（２７４口・＋５口） 
すき商工会（２０５口・＋２口） 
東郷町商工会（１４１口・＋２口） 
南郷町商工会（２０８口・＋１口） 
北郷町商工会（１２４口・＋１口） 

医療保障特約目標達成表彰

第１位　木城町商工会（１８５％） 
第２位　野尻町商工会（１３３％） 
第３位　高千穂町商工会（１１９％） 
第４位　山之口町商工会（１１４％） 
第５位　中郷商工会（１００％） 

商工まかせて共済目標達成表彰

第１位　南郷町商工会（１１２％） 
第２位　五ヶ瀬町商工会（１０９％） 

商工貯蓄共済等推進優良商工会表彰 

アクションプラン推進優秀商工会

第１位

第２位

第３位

南 郷 町 商 工 会 

高 千 穂 町 商 工 会 

川 南 町 商 工 会

（役職名は、令和2年3月31日現在）

会 長 長 友 順 子 宮崎県商工会女性部連合会

宮崎県商工会連合会長感謝状 
（所属・役職名は、令和2年3月31日現在） 

（所属は、令和2年4月1日現在）

表彰を受ける南郷町商工会竹井会長表彰を受ける南郷町商工会竹井会長

　令和２年春の叙勲において、次の方が受章されました。 

　心よりお祝い申し上げるとともに、長年の商工会に対するご尽力に感謝申し上げます。

青年部役員功労者

女性部役員功労者

商工会等勤務優秀職員（所属は、令和2年4月1日現在） 

優良商工会

優良青年部

優良女性部

商工会等役員功労者

会 長
副 会 長
副 会 長
監 事
会 長

舛 田 利 弘 
西 府 辰 郎 
萱 嶋 孝 彰 
富 井 審 示 
中 田 政 雄 

高 岡 町 商 工 会
川 南 町 商 工 会
都 農 町 商 工 会
美 郷 町 商 工 会
諸 塚 村 商 工 会

会 長 髙　野　恵　一 宮崎県商工会青年部連合会

副 部 長 外　山　久美子 佐 土 原 町 商 工 会

経営指導員
経営･情報支援員

山 根 廣 士 
飯 干 千 鶴

延岡市三北商工会
日 之 影 町 商 工 会

宮崎県知事表彰

南 郷 町 商 工 会

高 岡 町 商 工 会 青 年 部 

木 城 町 商 工 会 女 性 部 

（役職名は、令和2年3月31日現在） 

事務局長
事務局長
経営指導員
経営指導員
専門指導員
専門指導員
経営・情報支援員
経営・情報支援員

福 島 和 昭 
井 上 孝 二 
栗 林 伸 好 
明　石　洋一郎 
中 原 　 潔 
浜 砂 好 文 
児 嶋 定 子 
那　須　美智子 

高 城 町 商 工 会
新 富 町 商 工 会
宮崎市生目商工会
高 岡 町 商 工 会
三 股 町 商 工 会
西都市三財商工会
延岡市三北商工会
高 千 穂 町 商 工 会

令和２年春の叙勲 

　平成２年から平成７年まで南郷町商工会理事、

副会長を、平成７年から平成30年までは同会長を

23年間務められ、長きにわたり、南郷町の商工業

発展に尽力されました。現在は、顧問という立場

で商工会運営に助言をされています。 

　さらに、平成10年から平成13年までの３年間、

宮崎県商工会連合会の理事、平成13年から平成

21年までの８年間、同副会長を務められ、この間、

会長を補佐し、県内の商工会を取りまとめるとと

もに、小規模事業者の支援及び商工会地域の産業

活性化と経済の振興・発展のため尽力されました。 

佐土原 正博 様
（元 宮崎県商工会連合会副会長、前 南郷町商工会会長） 

旭日
双光章
旭日

双光章
　昭和54年から川南町商工会青年部長、同会理事

を歴任し、平成４年には同会副会長、平成７年に

同会会長に就任されました。その間、通算２４年

の長きにわたり商工会活動に尽力するとともに、

川南町の地域経済・町政発展に大きく貢献されま

した。 

  さらに、平成10年から平成13年までの３年間及

び平成15年から平成18年までの３年間、宮崎県

商工会連合会の理事を務め、この間、連合会を含

めた県内商工会の新たな組織体制及び広域連携体

制の構築に尽力されました。 

濱本 義則 様
（元 宮崎県商工会連合会理事、元 川南町商工会会長） 

旭日
単光章 

旭日
単光章 

2

令和2年7月 Vol.582商工連みやざき



　　

宮
崎
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

第
四
十
九
回
通
常
総
会
は
、
当
初

令
和
二
年
五
月
八
日
に
宮
崎
観
光

ホ
テ
ル
に
て
開
催
の
予
定
で
あ
り

ま
し
た
。 

　

し
か
し
な
が
ら
、
令
和
二
年
四

月
七
日
に
政
府
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
事
態
宣
言

を
受
け
て
四
月
八
日
開
催
の
令
和

二
年
度
第
一
回
理
事
会
に
て
、
書

面
決
議
で
の
通
常
総
会
を
開
催
す

る
こ
と
に
至
り
ま
し
た
。 

　

各
会
員
よ
り
提
出
さ
れ
た
議
決

書
に
よ
る
全
議
案
の
議
決
結
果
は

以
下
の
通
り
で
す
。 

　

提
出
者
数　
　
　

三
十
五
名 

　

賛
成
者
数　
　
　

三
十
五
名 

　

反
対
者
数　
　
　
　
　

〇
名

　

な
お
、
第
四
号
議
案
に
お
い
て
、

平
成
二
十
六
年
か
ら
三
期
六
年
に

わ
た
り
会
長
を
つ
と
め
ら
れ
た
長

友
順
子
氏
が
退
任
さ
れ
、
以
下
の

一
覧
の
と
お
り
広
瀬
美
智
子
会
長

を
は
じ
め
新
役
員
が
決
定
し
て
お

り
ま
す
。
任
期
は
令
和
二
年
五
月

か
ら
令
和
四
年
五
月
の
二
年
間
と

な
り
ま
す
。 

　

ま
た
、
令
和
元
年
度
の
部
員
増

強
運
動
表
彰
、
商
工
貯
蓄
共
済
推

進
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
女
性
部
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。

【
部
員
増
強
運
動

　
　

優
良
女
性
部
表
彰
】 

南
郷
町
・
都
農
町
・
北
郷
町
・

三
股
町
・
山
之
口
町
・

高
崎
町
・
美
郷
町
・
高
千
穂
町 

【
商
工
貯
蓄
共
済
推
進

　
　
　
　

優
良
女
性
部
】 

宮
崎
市
生
目
・
高
岡
町
・

野
尻
町
・
高
崎
町
・
木
城
町

（
達
成
率
順
）

第
四
十
九
回
通
常
総
会

　
　
　
　
　

（
書
面
決
議
）

第
一
号
議
案　

 

令
和
元
年
度
事
業
報
告
書
、
収
支

決
算
書
及
び
貸
借
対
照
表
承
認
の

件
（
監
査
報
告
） 

第
二
号
議
案　

 

令
和
二
年
度
会
費
賦
課
額
・
徴
収

方
法
決
定
の
件 

第
三
号
議
案 

令
和
二
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支

予
算
決
定
の
件 

第
四
号
議
案 

　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
の
件 

宮
崎
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

宮
崎
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

　

宮
崎
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

で
は
、
令
和
二
年
度
の
通
常
総
会

を
当
初
五
月
十
一
日
に
宮
崎
観
光

ホ
テ
ル
に
て
開
催
予
定
と
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
の
状
況
を
踏
ま

え
、
書
面
決
議
に
て
議
案
審
議
を

行
い
ま
し
た
。 

 

議
事
に
つ
い
て
は
、
「
令
和
二
年

度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
の
決

定
に
つ
い
て
」
ほ
か
二
つ
の
議
案

が
審
議
さ
れ
、
書
面
決
議
の
結
果
、

全
議
案
と
も
原
案
ど
お
り
可
決
承

認
さ
れ
ま
し
た
。　

 

 

な
お
、
令
和
元
年
度
の
部
員
増
強

運
動
表
彰
、
商
工
貯
蓄
共
済
推
進

表
彰
、
経
営
革
新
計
画
承
認
事
業

所
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
青
年
部
、

事
業
所
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。 

【
部
員
増
強
運
動
表
彰
】   

・
佐
土
原
町
商
工
会
青
年
部 

・
南
郷
町
商
工
会
青
年
部 

・
山
田
町
商
工
会
青
年
部 

・
え
び
の
市
商
工
会
青
年
部 

・
西
都
市
三
財
商
工
会
青
年
部 

・
西
米
良
村
商
工
会
青
年
部 

・
諸
塚
村
商
工
会
青
年
部 

・
椎
葉
村
商
工
会
青
年
部 

・
日
之
影
町
商
工
会
青
年
部 

・
五
ヶ
瀬
町
商
工
会
青
年
部 

【
商
工
貯
蓄
共
済
推
進
表
彰
】　
　

★
目
標
達
成（
一
〇
〇
％
以
上
達
成
）

・
高
岡
町
商
工
会
青
年
部 

・
綾
町
商
工
会
青
年
部 

・
高
崎
町
商
工
会
青
年
部 

【
経
営
革
新
計
画

　
　

承
認
事
業
所
表
彰
】

・
南
九
州
物
産
㈱（
南
郷
町
） 

第
五
十
二
回
通
常
総
会

　
　
　
　
　

（
書
面
決
議
）

宮
崎
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

宮
崎
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

青 年 部
Information

会長

副会長

〃

理事

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

監事

〃

広瀬 美智子

渡辺 律子

児嶋 佐代子

横山 英子

鈴木 えり子

今村 礼子

齊藤 ひろみ

佐伯 活子

安田 さとみ

黒木 由美子

曽我部 里美

田中 智美

中田 令子

新富町商工会女性部

国富町商工会女性部

高千穂町商工会女性部

田野町商工会女性部

山田町商工会女性部

野尻町商工会女性部

すき商工会女性部

西米良村商工会女性部

都農町商工会女性部

門川町商工会女性部

五ケ瀬町商工会女性部

高崎町商工会女性部

諸塚村商工会女性部

役職名 氏　名 所属女性部

新役員一覧
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女 性 部
Information



持続化補助金の補助内容が拡充されました！
　生産性革命推進事業による事業再開支援のひとつである持続化補助金において、下記のとおり、業種別の

感染拡大予防ガイドラインに沿った取組への支援が拡充されました。 

補助上限・補助率

持続化補助金 
（販路開拓等）

通常枠 
特別枠 

（類型A） 
特別枠 

（類型Ｂ又はＣ）  

50万円・2/3  

【事業再開枠】50万円・定額（10/10）
※事業再開枠の補助額は、総補助額の２分の１以下とする 

100万円・2/3  100万円・3/4 

（持続化補助金の最大の補助額を、100万円から150万円へ引き上げ） 

【特別枠の申請要件】 

補助経費の1/6以上が、以下のいずれかに合致する取組であること

●類型Ａ：サプライチェーンの毀損への対応

（例）・部品調達困難による部品内製化

　　　・出荷先営業停止に伴う新規顧客開拓等

●類型Ｂ：非対面型ビジネスモデルへの転換

（例）・自動精算機、キャッシュレス決済端末の導入

　　　・店舗販売からＥＣ販売へのシフト等

●類型Ｃ：テレワーク環境の整備

（例）・ＷＥＢ会議システム、ＰＣ等を含むシンクライアントシステムの導入補助上限・補助率

【事業再開枠の対象】

業種別ガイドライン等に基づく、以下の感染防止対策に係る経費が対象となります。

●消毒、マスク、清掃

●飛沫防止対策（アクリル板・透明ビニールシート等）

●換気設備

●その他衛生管理（クリーニング、使い捨てアメニティ用品、体温計・サーモカメラ・キーレスシステム等）

●掲示・アナウンス（従業員・顧客に感染防止を呼びかけるもの）

【受付締切日】

申請回

第3回受付締切日

第4回受付締切日

持続化補助金＜一般型＞

2020年10月２日（金）

2021年２月５日（金）

持続化補助金＜コロナ特別対応型＞

2020年８月７日（金）

2020年10月２日（金）
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　当店は、国道327号線沿いにある諸塚村の中心商店街で平成12年7月より営業

を開始しました。飲食料品から日用雑貨品まで幅広く扱っており、現在は、夫婦2

人で経営しています。 

　かつては、公共工事の方を中心に、多くの方が来店していましたが、現在はその公共工事も減少傾向にあり、1日の来店者数

が激減していました。そのため、今後いかにして、販路開拓・売上・利益増を図っていくかが課題でした。

①補助事業に取り組んだきっかけ 

　新たに「ファミリー層」の顧客確保を目指し、加えて、他競合店との差別化を図るため、

アイスクリーム商品の品揃えを充実させることにしました。アイスクリームは、夏だけで

なく冬の売上も増加しており、ここ数年、全国的に需要が高い状態でしたが、一方で、市

街地から離れているという諸塚村の地理的な問題から、納入業者が訪れることも少なく、

これまで頻繁に在庫切れが相次ぎ、顧客ニーズをつかみ損ねるという問題も生じていまし

た。（特に夏場の7～9月） 

　こうした中、商工会より「持続化補助金」の情報提供を受けたことが申請のきっかけと

なりました。 

②事業内容・効果 

　本補助金を活用し、新たに冷凍庫を設置したことで、在庫を多く確保できるようになり、品揃えもより充実させることがで

きました。

　長雨などによる冷夏の影響からか、夏場の売上は伸び悩みましたが、冬場が暖冬だったこともあり、最終的にアイス商品の

売上が前年比5%ほど増加しました。また、毎年クリスマスから年末にかけて販売している「アイスケーキ」や「アイスの詰め

合わせセット」の予約受付も例年より4～5件ほど増えました。 

　このほか、POP作成や商品陳列を改善したことで、来店者の視認性の向上や動線延長の効果がありました。陳列は、今後も

季節に応じて定期的に変えていこうと思います。 

③これからの目標  

　この補助事業の反響は非常に大きく、例年以上にアイス商品の売れ行きが良くなっていると実感しています。また、今回の

補助計画の申請を通じて、自社の抱える課題や今後のビジョンを明確化することができました。 

　今後は、アイス商品を当店の主力商品として定着させ、売上や利益の増加に繋げていきたいと思

います。

　皆さまの温かいご支援もあり、当店は今年7月で開店20周年を迎えることができました。現在、

新型コロナウイルスの影響で厳しい状況

が続いていますが、これからも「頼りに

なる森のコンビニ」として、地元に根差

した営業を続け、諸塚村の皆さまから永

く親しまれるお店づくりを目指していき

ます。

アイショップ諸塚佐々木店
所在地：宮崎県東臼杵郡諸塚村大字家代2639-15
代表者：佐々木 淳一
TEL：0982-65-0112
営業時間：6：30～20：00（毎月第3日曜日 定休日）

「小規模事業者持続化補助金」活用事例紹介

アイショップ諸塚佐々木店（諸塚村商工会）

「アイスクリーム商品の販売強化で新規顧客を掴む！」

事業所外観事業所外観

代表の佐々木淳一さん代表の佐々木淳一さん

補助事業で導入した冷凍庫補助事業で導入した冷凍庫

県施設の指定管理者募集のお知らせ県施設の指定管理者募集のお知らせ
　宮崎県では、以下の表に記載している県の施設を、令和３年度から管理運営していただく指定管理者を募集しています。

詳しくは県ホームページをご覧ください。　　　　

　宮崎県では、以下の表に記載している県の施設を、令和３年度から管理運営していただく指定管理者を募集しています。

詳しくは県ホームページをご覧ください。　　　　

県営国民宿舎えびの高原荘 

県営えびの高原スポーツレクリエーション施設 

県営国民宿舎高千穂荘

宮崎県農業科学公園 

県立青島亜熱帯植物園 

宮崎県総合運動公園（有料公園施設を除く）

県立平和台公園 

宮崎県総合文化公園 

特別史跡公園西都原古墳群 

県立芸術劇場 

宮崎県東京学生寮 財産総合管理課 

森林経営課 

環境森林課

みやざきの森林

づくり推進室 

0985（26）7290  

0985（26）7154 

みやざき文化振興課 0985（26）7117

宮崎県福祉総合センター
福祉保健課 0985（26）7075   

0985（26）7153   

県立母子・父子福祉センター

県立視覚障害者センター
障がい福祉課 0985（32）4468   

県立聴覚障害者センター

宮崎県林業技術センター（研修寮など一部） 

宮崎県川南遊学の森 

宮崎県ひなもり台県民ふれあいの森 

宮崎県諸県県有林共に学ぶ森 

観光推進課 0985（26）7104 
宮崎県男女共同参画センター 生活・協働・

男女参画課 
0985（26）7040  

県立農業大学校（農業総合研修センター） 農業経営支援課 

農業担い手

対策室 

0985（26）7124 

都市計画課 

美しい

宮崎づくり

推進室 

0985（26）7193 

施　設　名 問合せ先  電　話 施　設　名 問合せ先  電　話

検 索宮崎県 指定管理者
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1. 広域におよぶ“食中毒”への対策を強化

2. 原則すべての事業者に“ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理”を制度化

3. 特定の食品による“健康被害情報の届出”を義務化

4. 食品用器具・容器包装”にポジティブリスト制度導入

7.“輸出入”食品の安全証明の充実

6. 食品の“リコール情報”は行政への報告を義務化

５.“営業届出制度”の創設と“営業許可制度”の見直し

2020年6月1日に
改正食品衛生法が
施行されました。 

　我が国の食をとりまく環境変化や国際化等に対応し、食品の安全を確保するため、国際標準

的な食品衛生管理が求められます。今後、１年間の実施猶予ののち、完全制度化される「食品衛

生法」の改正点（７つのポイント）は、以下のとおりです。 

広域的な食中毒の発生・拡大防止のため、国や都道府県が相互に連携・協力を行います。新たに「広域 連携協

議会」を設置し、緊急時には、この協議会を活用して対応します。 

ＨＡＣＣＰ（ハサップ）とは、原料の受入から製造、製品の出荷までの一連の工程において、食中毒などの健康

被害を引き起こす可能性のある危害要因を科学的根拠に基づいて管理する方法です。一般的衛生管理に加え、

ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理の実施を、原則として全ての食品等事業者に求めます。小規模事業者の負担に配

慮し、手引き書の作成を進めています。

厚生労働大臣が定める特別の注意を必要とする成分等を含む食品による健康被害が発生した場合、事業者から

行政へ、その情報を届け出ることを義務化します。

食品用器具と容器包装について、安全性を評価して安全が担保された物質でなければ使用できない仕組みであ

るポジティブリスト制度を導入します。

輸入食品の安全性確保のために、食肉等の食品のHACCPに基づく衛生管理や、

乳製品・水産食品の衛生証明書の添付を輸入要件にします。食品の輸出のための

衛生証明書発行に関する事務を定めます。 

事業者が食品の自主回収（リコール）を行う場合に、自治体を通じて国へ報告する

仕組みを作り、リコ ール情報の報告を義務化します。また、このリコール情報

を一覧化してＨＰ等で発信します。 

食品を扱う事業に関し、事業者の届出制度を作ります。併せて、現在の営業許可の業種区分を実態に応じて見

直します。
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8月～9月 イベント・セミナーカレンダー

「
ぼ
く
の
お
父
さ
ん
」 

　

ぼ
く
の
お
父
さ
ん
の
仕
事

は
、
料
理
を
作
る
こ
と
で
す
。

仕
事
場
が
家
の
近
く
に
あ
る
の

で
、
ぼ
く
は
自
転
車
で
行
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
お
と
う
さ
ん

は
い
つ
も
大
き
な
フ
ラ
イ
パ
ン

で
、
料
理
を
し
て
い
ま
す
。
魚

を
さ
ば
い
た
り
、
お
す
し
を
に

ぎ
っ
た
り
、
お
弁
当
を
作
っ
た

り
、
料
理
の
配
達
も
し
ま
す
。

時
に
は
お
客
様
を
迎
え
に
行
っ

た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

た
ま
に
は
ぼ
く
も
い
っ
し
ょ

に
、
む
か
え
に
行
っ
た
り
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
料
理
を
作

る
お
父
さ
ん
も
バ
ス
を
運
転
す

る
お
父
さ
ん
も
か
っ
こ
良
い
で

す
。
春
ま
つ
り
で
は
魚
の
つ
か

み
取
り
が
あ
り
、
み
ん
な
が

取
っ
た
う
な
ぎ
を
さ
ば
い
た

り
、
出
店
で
と
り
肉
を
焼
い
た

り
も
し
ま
す
。
汗
を
流
し
な
が

ら
仕
事
を
頑
張
っ
て
い
る
お
父

さ
ん
が
ぼ
く
は
大
好
き
で
す
。

仕
事
の
休
け
い
時
間
に
は
、
い

つ
も
一
緒
に
野
球
の
練
習
を
し

て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
体

に
気
を
つ
け
て
お
い
し
い
料
理

を
た
く
さ
ん
作
っ
て
ほ
し
い
で

す
。

鶴
田 

徠
虎
く
ん　

（
都
城
市
立
高
崎
小
学
校
五
年
生
）

う
な
ま
さ

﹇
高
崎
町
商
工
会
﹈

つ
る
た
　
　
　
　
ら
い
が

日程 イベント・セミナー名 会場 内容 主催者・問合せ先

8
月

9
月

海産物・工芸品・竹細工・雑貨・手芸・
コーヒー・みそ・醤油・たこ焼き等、様々な
商品を見ながらお買い物をしていただい
ています。（午前9時～12時まで開催、雨
天決行）

清武活性化委員会
（0985-85-0173：
清武町商工会）

町中央商店街の賑わい創出を目的に、
商工業・農畜産業の地場産品並びに海
産物を軽トラックにて販売します。地元商
店街の店主の皆さんは、店先で割引商
品をワゴンで販売します。

たかはる
よりどり交流市
協議会事務局
（0984-42-2115）

国富町商工会設立６０周年、併せて総代
制施行５０周年を迎えたことを記念し、式
典を開催する。

国富町商工会

海産物・工芸品・竹細工・雑貨・手芸・
コーヒー・みそ・醤油・たこ焼き等、様々な
商品を見ながらお買い物をしていただい
ています。（午前9時～12時まで開催、雨
天決行）

清武活性化委員会
（0985-85-0173：
清武町商工会）

町中央商店街の賑わい創出を目的に、
商工業・農畜産業の地場産品並びに海
産物を軽トラックにて販売します。地元商
店街の店主の皆さんは、店先で割引商
品をワゴンで販売します。

たかはる
よりどり交流市
協議会事務局
（0984-42-2115）

たかはるよりどり
交流市
『軽トラ市』

はんきゅう
軽トラ市

はんきゅう
軽トラ市

高原町
中央商店街
歩行者天国

清武文化
会館前

清武文化
会館前

交流プラザ

くにとみ屋

高原町
中央商店街
歩行者天国

たかはるよりどり
交流市
『軽トラ市』

国富町商工会
設立６０周年
記念式典

8月～9月 イベント・セミナーカレンダー

８月９日
（日）

８月１６日
（日）

９月６日
（日）

９月１３日
（日）

９月２０日
（日）

(注)新型コロナウイルス感染症の影響により中止・延期となる場合がありますので、詳細は主催者・問合せ先にお尋ねください。
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